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@　　生薩鍛術研究所の創設が國立學校設置法にもとづき官

　　　層報で公布されたのが昨年5月51目，11月には開所披

・’@“”’　SSの式典があつたが，“生産研究”は式典に先んじて，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一●「　　　10月1目創刊した．爾來，本誌稜刊の使命とする≧こ

　　　ろを忠蜜に蜜行しi毎月定期の稜行も少し電違うことな

　　　　ぐ實施されてきた．本誌は稜刊の際にも述べたとおり，

　　　贋く國内の塵業擾術界と結びつき，生産技術上の諸問題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　　　をとらえて解決していこうとすることにある・したがつ

　ft一　て母禮である生謹技術研究所の護展が本誌に影響すると

　　　とは霞萌であるが，本誌がまた，生産技術者との媒介役

　　　を果すことがきわめて重要となる・大學が肚會から隔離

㌦　　　された存在であるかゐように思われていたとしても，そ

　　　れほ過去の概念である．本誌の編集會議はいつもこの間

’　　　題を新しい問題として，しかも初心の修業者のような心

　　　持で討議している。部外者殊に護者諸氏から寄ぜられた

　　　鞭控や忠告・叱責に封しては，慮女のような氣持でこれ

　　　を聴いてきた，いろいろのありがたい刺戟は，過去1年

　　　s間に正規の編集會議だけでも延1，600時（4時×16人×

　　　25回）を割かしめた．駆けめぐる蟻10匹の5ち，7匹

　　　までは魅んでいるのだそ5だが，編集委員一同は蟻とは

　　　全く同日の談でないこ≧を報告して，第2周年への決意

　　　をお樽えする・　　・　　　　　　　　　　　　　、
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　　　　編集後記
◇「生産研究」も創刊以來ちでに1、
　年を経て，これからいよいよその眞

　便を問われる時期であると，われわ

れ電犬いに張り切つている．さて前

　年度の前牛は一般耽としてこの研究

断の研究成果のen表rc重鮎をおいた
　が，專門が多岐にわたり，まとまり

　が悪いとの批評ちあD4月號からア
ルミニウへ寡R，ee夏，玲凍，エ
，業計測といつた特集テーマに重貼を

おいた編集方針にきりかえて，一つ
　の焦鮎に各種の專門を協力させ，他
　では得られない長所を獲揮しようと

　した計壷編集の苦心を買つていただ

　きたいと思う．短時日と未経験のた

　め充分な成果は上つていないにして
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◇教授　星野昌一r輕金騎組立住宅φ設計について」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　AURC主催講演會（1950。3。17）

◇激擾　埣井善勝「輕金蕊の建築溝造への懸用」同上

◇助教授．加藤牢夫「建築材麟とし1てのアルミ＝ウムと、

　その合金」同上

◇鰍授メ元良誠三「見・騨量について」meme脇會群

　講演會（1950・5・10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．フ
◇助激授　加藤正夫「海外におげる車輌への輕金麗の利　’

　用状況について」輕金擁協會圭催講囎（1950・6・24）

一嵜稿一　・　　　　　　　・

◇教授菊池虞一　長谷川久「錯蓄電池の電極の電流

　分布」電氣化學　1950年5月號

◇助激授石井蟻郎r油脂水酸化の研究策10報〕「工

　業化學雑誌1950年6月號「同上第11報」同7月號
◇助教授淺原照三「α一‘　t’レフィソに關する硯究第

　4報」有機含成化學協會誌1950年4月號「アルミニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　、　ウム及びアルミニウム合金の塗装」機械の研究1950

　年7月號

◇助教授　加藤正夫「アルミニゥムペイソトにっいて」

　輕金麗資料　第59號

一放，逡i－

◇教授　菊池賃ナ“やさしい科學「窟眞及び電氣化

　學」”1950・8月中　毎週火曜日゜21時から噸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xk
も，今後のテーマや編集方針にっい

てどしどし御注丈をいただき皆様の

お役にたっものとしたいと考えてい
る．

◇この10月號は，・一…L週年紀念とし

ていろいろな專門分野を綜合したテ

ーマというので，わが國の工業技術

の中で特に劣つていると考えられる

工業製品の仕上げ1意匠の問題をと

bあげ，造型能力においては決して
遜色のないわが國が，本腰をいれて

教青練磨に努力さえすれば，世界r’

流のレベルに達することができるイ
シダストリアル・メザインへの關心

を高める一助とした．これによつて

日本の製品力沙しでも美しくな洗
國昆生活がうるおえぱ幸である．

（SH．1950。8・25）
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　　　　　　表綴明、　　i

　　　世界最大のスパソ（3，200）灰　i

　　’をもつ金門橋，6車線と人i
・　　蓮が36．5時の鋼索で，高さ　i

　　　746沢の高塔に吊られてい　i

　　　る．　．一　　　　．i
　　　　　　　　　　　　t　　i

第2巷第10號　生産研究　定便120團（郵税6圓）・
　1950年9月25日印棚一　　1950年10月1日・焚行
編集者

螢行者
印嗣者

治所町70郎彦正翻響好合糠關

大葉話♪

星東毒小井

印励所大同印刷株式會駐
　か　　　　　東京都千代田囁髄田錦町3～1

登行所魏誠丈堂新光met
　　　　　東京都千代田晒紳田錦町1～5
　　i　　　電話紳田（25）2126～2130
　　　　　振　替　東　京　 629406567

x
　x～　　、
t　・：”・

撫嚥も帯．　t。．

ノ

．， ｷ

　　　　　　タt9〆　謎　　．．3弟ぐ ＼・L晶磁


